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パキスタンパキスタンパキスタンパキスタン北部地震北部地震北部地震北部地震とととと国際緊急援助隊国際緊急援助隊国際緊急援助隊国際緊急援助隊    

 

パキスタン北部で大規模な地震が発生し、その被害は、通信と交通が復旧するに連れて、

極めて大きいことが明らかになってきた。死者２万５千人超、負傷者７万人などと報道さ

れているが、調査が進めばこの数字がさらに膨れあがることは確実な情勢だ。 

今回は、パキスタン北部地震について整理するとともに、今回も出動した国際緊急援助

隊のあり方等について考えてみたい。 

 

パキスタンパキスタンパキスタンパキスタン北部地震北部地震北部地震北部地震    

 

10 月８日午前８時 50 分（日本時間・午後０時 50 分）頃、パキスタン北部の山岳地帯

を震源とするＭ７・６（気象庁の観測ではＭ７・８）の大規模な地震が発生した。震源の

深さが 10 ㎞程度と浅かったため、震源地近くの揺れは極めて大きく、建物構造が弱いこ

ともあって、付近の町や集落は壊滅的な被害を受けた。また、震源から１００㎞近く離れ

た首都イスラマバードでも、外国人が多く居住する高層アパートが倒壊。ここだけでも３

００人近くが生き埋めになり、日本人２名が犠牲になった。 

被害はパキスタン１国にとどまらず、隣接するインドのカシミール地方でも千人規模の

死者が出ている模様で、アフガニスタンの被害なども合わせると、死者の数は合計で２万

５千人を超え、５万人に達するのではないか、との見方も出てきている。 

ヘリコプターからの映像を見ると、震源地近くの町や集落は、建物が軒並み原型をとど

めないほど破壊され、山岳地帯では崖崩れもひどく、住宅を失った人は２５０万人とも報

道されている。死者数ではインド洋大津波を伴ったスマトラ沖大地震に及ばないが、被害

を受けた地域の広さや被害の程度などは勝るとも劣らない。特に救援の難しさについては、

山道が崖崩れ等で寸断されたためヘリコプターしか使えず、船が使えた津波被災地とは比

較にならないほどだ。 

ムシャラフ大統領が陣頭に立って救援活動を展開しているが、被害のあまりのひどさに

行政機関も軍も救援が追いつかず、山間地の孤立した集落では、水、食料、テント、毛布

などを求め、殺気だった住民が政府関係者に詰め寄っている場面も報道されている。病院

や診療所も多数倒壊し、医者、看護師、医薬品、医療器具なども不足して、負傷者の治療

も簡単な応急措置すらままならない状況だ。複数の学校が倒壊し、授業を受けていた子供

たちが多数下敷きになった、という報道も痛ましい。これから始まる厳冬期に向けて、救



援活動は時間との戦いになっているが、ヘリコプターが不足し、政府は追いつめられてい

るようだ。住民の多くは放心状態だが、飢えと寒さが続けば、やり場のない絶望感が、無

力な政府への怒りにも変わりかねない、危険な状況になっている。 

 

国際緊急援助隊国際緊急援助隊国際緊急援助隊国際緊急援助隊のののの活動活動活動活動    

 

パキスタン政府の要請を受け、日本の国際緊急援助隊の救助部隊 49 名（うち、救助隊

員は消防、警察、海上保安庁から各 12名）が、地震翌日の午前 10時過ぎに成田空港を出

発した。バンコックで３時間のトランジットがあり、ラホール到着後、ラワルピンジー（首

都イスラマバードの隣）のチャクワル空軍基地まで陸路 7時間かけて移動、そこからさら

にヘリで山岳地帯に入ったため、成田出発から現地の病院倒壊現場で救助活動を開始する

までに 33時間近くを要した。 

それでも、生存者救出の目安とされる「地震発生後 72時間以内」となる 55時間後の活

動開始となり、余震の続く中、瓦礫の隙間に入って検索活動するなど、懸命の救助活動を

展開した。食料や物資を求めて住民が救助チームの野営地に押しかけるなどの場面もあっ

たようで、これまでの国際緊急援助隊の歴史の中でも、最も過酷な状況のようだ。隊員た

ちの苦労は大変なものだと思う。 

ただ、パキスタン政府から割り当てられた活動サイトが山岳地帯の孤立集落で、建物が

ひどくつぶれて土砂崩れの現場のようになっており、「瓦礫に挟まれた人が隙間に生存して

いる」という状況ではなかったようで、結局、３名の遺体を収容するにとどまった。 

「ヘリが足りない」というパキスタン政府からの要請を受け、地震発生から５日後とな

る 13 日には、陸上自衛隊１２０名が政府専用機とヘリコプターを載せたＣ１３０輸送機

で、国際緊急援助隊の輸送部隊としてパキスタンに向かった。派遣規模は２００名だとい

うことで、救助部隊とは入れ替わるかたちで、引き続き日本政府としての救援活動に当た

ることとなる。 

 

大規模災害時大規模災害時大規模災害時大規模災害時のののの国際救援活動国際救援活動国際救援活動国際救援活動におけるにおけるにおけるにおける日本日本日本日本ののののプレゼンスプレゼンスプレゼンスプレゼンス    

 

国際緊急援助隊の制度が成立する前後の経緯については、拙稿「アルジェリア北部地震

と国際緊急援助隊（本紙２００３年６月 25日号）」で述べたとおりだが、今回の救助隊の

派遣は、その頃に比べれば随分早くなった。出発も早かったし、現地での活動開始時間も

一応及第点だ。救助隊を引き継ぐ形で自衛隊のヘリコプター部隊が派遣されたのもよかっ

た。 

だが、多くの国民にとって、今回の日本の援助活動は今ひとつ物足りなかったのではな

いか。イスラマバードのアパート倒壊現場でのイギリス救助チームの活躍ぶりに比べると、

日本チームは到着も遅く、活動も地味だった。自衛隊の派遣も、マスコミから「遅い」と



批判されている。救助隊員が危険を冒し、大変な苦労をしているのがわかっていても、パ

キスタンの惨状を見るにつけ、「日本政府は何をやっているのか」、「日本はもっとやれるの

では」と思ってしまう。国際緊急援助に際して、日本国民が誇りに思えるような鮮やかさ

に欠けているからだろう。 

大災害時の国際援助は、ある意味で各国間の競争でもある。特に救助部隊については、

いかに早くチームを被災地に入れ、生存者のいる可能性が高くテレビカメラの入り易いサ

イトの割り当てを受けるか、という競争だ。その競争にまだ勝てないでいるのが、日本の

現状なのだ。 

 

でででではははは、、、、どうすればよいのかどうすればよいのかどうすればよいのかどうすればよいのか    

 

まず、救助チームの派遣に民間機を使うのでは限界がある。やはり、政府専用機か、民

間チャーター便の使用が必要だろう。それが使えれば、救助隊の準備が整い次第出発でき

るし、今回なら、ラワルピンジーの空軍基地に直行できたかも知れない。イギリスチーム

と一緒にイスラマバードのアパート倒壊現場で活動できた可能性も高い。携行資機材も十

分持って行ける。救助隊の派遣人員も増やせるだろう。今回、地震発生から５日後に出発

した自衛隊の派遣には政府専用機を使ったが、順序が逆だ。もっとも、国際緊急援助隊の

派遣に政府専用機を使う先例ができたので、今後は期待できそうだが。 

災害の程度を早めに見極め、最終的な派遣体制を念頭に、早め早めに手を打つ必要もあ

る。今回の被害規模なら、１００人規模の救助部隊を派遣すべきだったろう。移動時間を

考えれば、先発隊が到着してから、その報告を聞いて逐次部隊を増強するのでは間に合わ

ない。初めに「○○人派遣」と決めて、準備ができた部隊から適宜出発させるべきだろう。 

最初に救助部隊の規模を 49 人としたのは、当初ここまでの被害になるとは予測できな

かったからだろうが、「Ｍ７・６で震源の深さ 10㎞の直下型」というのは、災害のプロな

ら、あの辺りの建物構造を考え合わせれば、「大変な被害が出る」と考えるのが常識だ。国

際緊急援助隊の派遣についての政府の意思決定に、地震や災害の専門家が関与する仕組み

が必要だということだ。 

自衛隊の派遣も、判断が遅い。地震翌日には、ムシャラフ大統領が「ヘリの応援を」と

訴えていたのだから、あの時点で自衛隊のヘリ部隊の派遣を決断する必要があったろう。

日本のヘリが早めに到着すれば、日本の救助チームは、自前のヘリで奥地に入れた可能性

もある。一般論で言えば、救助チームが現地政府のヘリで奥地に入るのは、かなりの冒険

だ。ロジや帰還が「あなた任せ」となるため、水、食料、燃料等が乏しいまま現地で孤立

する可能性もあるし、隊員が負傷した場合の対応などにも不安があるからだ。今回、現地

政府のヘリで奥地に入ったのは、その心配がなかったからだと思うが、自前のヘリなら、

その点の不安なく、思い切って活動できることにもなる。 

今回のパキスタン北部地震では、緊急援助隊の方々の大変なご苦労に敬意と感謝を捧げ



るが、一方で、日本政府としての対応は国民の目から見ればまだまだだ。 

多くの国民が心から誇りに思えるような活動ができる体制作りに向け、日本政府全体と

して、さらに努力してほしいと思う。 

 


